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文化部 
　二胡同好会は、７月19日(日)に日本人会
ボールルーム(2F)にて第７回定期コンサー
トを開催いたしました。今回も多くのお客様
にお越しいただき、二胡の音色を楽しんで
いただきました。今年のコンサートのテーマ
は、「Harmony Bouque t(ハーモニー·ブー
ケ)」。世代を超えて様々なジャンルから、ま
るで１つの花束を作り上げるかのように、私
たちがお届けしたい13曲を集めました。
　ステージは「美女と野獣」から始まり、中
盤では太極拳同好会の皆様に「涙そうそう」

「烟花易冷」の演奏に合わせた優雅な演武
を披露していただきました。レディースコーラ
ス同好会およびシンガーズ☆リミテッド男声
合唱団の指揮、指導をされている宇多田先
生には「アメイジング·グレイス」「私のお父さ
ん」を迫力ある美しい声で、レディースコーラ
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ス同好会の皆様には「風になる」を明るく弾
むように歌い上げていただきました。
　さらに今年は初心者メンバーと経験ある
有志メンバーが、それぞれ二胡の名曲「マイ
ラ」「阿美族舞曲」に挑戦いたしました。どち
らも民族音楽をルーツとする歌と踊りの曲
ですが、一方は軽やかで明るいワルツを、一
方は「静と動」の情熱を演奏し、二胡の魅力
を存分に感じていただけたかと思います。
　メンバーは1月からコンサートに向けて練
習を積み重ね、一曲一曲仕上げてまいりま
した。お越しくださった皆様、ご支援·ご協力
いただいた皆様に心より感謝を申し上げま
す。現在、二胡同好会では新入部員を募集
しております。経験は問いません。見学は随
時受け付けており、貸し二胡もご用意してお
ります。同好会で初めて弦楽器に触れたメ
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ンバーがほとんどです。この機会に二胡を始
めてみませんか。皆様からのお問い合わせ
をお待ちしております。

問い合わせ 
Email : Jasnikodokokai@gmail.com
＊FacebookやInstagramで活動内容を公開
しております。シンガポール二胡同好会で検
索できます。
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編集室より　
　「exactly a world renowned cosmopolitan city」これがシンガポールに最初に降り立った
時の印象でした。今年4月に赴任するまで、プライベートでもシンガポールに来たことはあり
ませんでしたが、国際都市として、またアジアの最重要拠点の一つとして発展していることは
認識していました。ただ、知っているのと、実際にその場に身を置くのとはやはり全く違いま
す。上司の一人から赴任前に言われた言葉が胸に響きました。「お前はこれから自分がマイ
ノリティになる世界に飛び込むんだ。今までの概念を捨てて飛び込んで来い。」まさにその通
りでした。言語だけでなく、考え方や生活、仕事のスタイルなど、あらゆることが自分のこれま
での経験にないものでした。自分なりに確立してきた、生き「型」のようなものを打ち崩された
感覚になりました。多様な民族と文化を包摂し、それらを強みに変えてきたシンガポールと
いう国に圧倒されたのかもしれません。
　4月は、そうした戸惑いの中、街の暑さと建物内の強烈な冷房のギャップにやや体調を崩
し、喉をやられ、声が出なくなってしまいました。どのような薬を飲めばよいかも分からず困っ
ていると、その様子を見た職場の現地スタッフが、次々に、喉に良いドリンクや飴などを買っ
て持って来てくれました。シンガポーリアンの優しさに触れ、とても温かい気持ちになったの
を覚えています。赴任して半年近く経ちましたが、今でも思い出すと目頭が熱くなる印象深
い思い出の一つです。
　話は変わりますが、私は自然が好きで、山登りが趣味です。日本にいた時は、週末のたび
に様々な山に登ってきましたが、シンガポールには高い山がなく、持ってきた登山グッズは家
の収納の奥にしまったままになっています。もう少し落ち着いてきたら、近隣諸国の山にチャ
レンジしたいと考えていますが、自然散策として、植物園やウビン島、ブキティマ自然保護区
には真っ先に行ってきました。都心近くに、これほど素晴らしい自然があることに感動しつ
つ、シンガポールライフを楽しむきっかけを得た気がしました。『南十字星』でも、そのような
シンガポールの魅力を発信していければと考えています。
　最後になりますが、私が大切にしている言葉の一つを紹介させてください。マークトウェイ
ンという方、ご存じでしょうか。「トムソーヤーの冒険」で有名なアメリカの小説家です。この
方が残した言葉に次のようなものがあります。「The two most important days in your life 
are the day you were born and the day you find out why.」日本語訳すると、「人生で一番大切な日は、生まれた日と、
生まれた理由が分かった日」となります。まだまだ若輩者の私ですので、未だ「生まれた理由」は見つけられていません
が、このシンガポールの地で、何かヒントでも掴めればと考えています。

（広報部理事　増田博之）
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